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第１５回旭区地域生活支援フォーラムの周知及び掲示板への掲出について（依頼）

時下 ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

日ごろから、旭区福祉保健事業の推進にご理解ご協力いただき心よりお礼申し上げます。 

さて、旭区地域自立支援協議会では毎年、障害理解の普及啓発を目的に、講演会・シンポジ

ウムを行う「地域生活支援フォーラム」のイベントを開催しています。今年度も別添チラシ

のとおり実施することになりました。 

 つきましては、ご多用のところ誠に恐縮ですが、掲示板への掲出をもって周知にご協力く

ださいますようよろしくお願い申し上げます。 

【掲示期間 令和４年 12 月 10 日まで】 

≪第 1５回地域生活支援フォーラム概要≫ 

１ 内容 講演会・シンポジウム 

共に創ろう！『LET’S たすけあい！』 

～障害のある人もあんしんできる街づくり～ 

障害の有無に関わらず、地域住民が共に支え合い、自分らしく安心して暮らすこ

とをテーマに、地域コミュニティーのあり方を一緒に考えます。 

２ 日時 令和４年 12 月 1０日（土）13:00～15:30（接続開始 12:30）先着５００名 

３ 場所 オンライン開催

４ 主催 旭区役所 高齢・障害支援課 

５ 共催 旭区地域自立支援協議会 旭区社会福祉協議会 

問い合わせ先 ：旭区高齢・障害支援課 

障害者支援担当 伊藤 一水 廣瀬 山上

電話 045-954-6128／fax 045-955-2675
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第 15回 

■ 講師の職歴・経歴
1955 年高知県生まれ。高知大学文理学部卒業後、1978 年、労働省（現,厚生労働省）入省。女性政策や障害者政策など担当。2009
年、郵便不正事件で逮捕。2010 年、無罪が確定し復職。2013 年から厚生労働事務次官。2015 年退官。現在累犯障害者を支援する
「共生社会を創る愛の基金」顧問。再犯防止推進計画検討会委員のほか,津田塾大学客員教授などで活躍中。

■ 著 書
『あきらめない働くあなたに贈るメッセージ（日経ビジネス人文庫）』『私は負けない「郵便不正事件」はこうして作られた（中央公論新社）』
『かっこいい福祉（左右社）』『自分の「ものさし」で生きなさい（日経 BP 社）』『日本型組織の病を考える（角川新書）』

日 時 

第 1 部 

第 2 部 

基調講演 
講師：村木 厚子 氏

■ 参加申し込み方法（※事前のお申し込みが必要です 〆切 12 月２日）

下記URL にアクセスし、申込みフォームに必要事項をご記入いただき送信願います。

後日、お申込みいただいたメールアドレスに招待メールを送付いたします。

☆申込みはこちら ☞ https://forms.gle/SR79LD9LXCRUoMwK6

お問い合わせ・お申し込み先（旭区地域自立支援協議会 事務局） 

◆旭区基幹相談支援センターTEL045-365-7000/◆旭区役所 高齢･障害支援課 障害者支援担当 TEL045-954-6128

当日の問い合わせ先（サポートセンター連） 045-360-9778 

【主催】旭区役所 高齢・障害支援課 

【共催】旭区地域自立支援協議会 

旭区社会福祉協議会 

村木
む ら き

 厚子
あ つ こ

 氏

現在の日本社会は、急激な人口減少を迎える中、薄れつつある“人とのつながり”をなん
とか創り出そうと「地域共生社会」の実現に向けた施策が進められています。 
今回のフォーラムでは、「支え手側」と「受け手側」に分かれるのではなく､地域のあらゆ
る人たちが役割を持ち､支え合い､自分らしく暮らせる旭区に向けて、障害のある人の暮ら
しを切り口に､地域コミュニティーのあり方を皆さんと一緒に考えていきたいと思います。 

https://forms.gle/SR79LD9LXCRUoMwK6


 

あなたの身近な相談機関です 

（旭区二俣川） 

不登校、ひきこもりな

どの思春期・青年期の

総合相談や自立に向け

た若者の居場所の運営

を行います。 

（旭区鶴ケ峰） 

心の病を持つ人のための

地域の拠点です。日常生

活の相談・支援と仲間と

出会える場を運営してい

ます。  

旭区基幹相談支援センター 地域ケアプラザ 

（旭区鶴ケ峰） 

  様々な事情により生活に  

  お困りの方のご相談に応  

  じます。 

旭福祉保健センター 

生活支援課 

西部ユースプラザ 

センター  

（旭区鶴ヶ峰） 

「誰もが安心して暮らせる

自分らしく暮らせる福祉の

まちづくり」を目指し、地

域の様々な福祉や生活に関

するご相談に応じます。 

ほっとぽっと 

旭区社会福祉協議会 

旭区生活支援 

旭区マスコットキャラクター 

あさひくん 

（旭区内 13か所） 

高齢者、子ども、障害の

ある人など誰もが地域で

安心して暮らせるよう、

身近な福祉・保健の拠点

として相談、地域交流等

を行っている、横浜市独

自の施設です。 

（旭区鶴ケ峰） 

子どもの事、障害の事など、

様々なご相談に応じます。 

こども家庭支援課 

旭福祉保健センター 

高齢・障害支援課 

（旭区二俣川） 

障害のある方が住み慣れた地域で、  

その人らしく暮らし続けていくため

に、日常生活や仕事などに関するさ

まざまなご相談をお受けします。 
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